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「グローバル時代を生き抜く
人材を育てよ」
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〈経済界から生まれた国際大学〉
小林　槍田さんは日本貿易会名誉会長になら
れてから、新潟にある国際大学（IUJ）の理
事長に就任されたそうですね。
槍田　そうなんです。実は二つのご縁があり
まして 2015 年 6 月 1 日から国際大学理事
長をお引き受けしているんです。
小林　国際大学は日本貿易会ともゆかりがあ
ると伺っていますが。
槍田　国際大学というのは、1982 年に日本
で初めて全授業を英語で行う大学院大学とし
て設立されました。設立発起人が、旗振り役
の中山素平さん（日本興業銀行相談役）をは
じめとして、佐々木直さん（経済同友会代表
幹事）、土光敏夫さん（日本経済団体連合会
会長）、永野重雄さん（日本商工会議所会頭）、
そして、日本貿易会会長の水上達三さんと、
経済界の強力な支援により設立されたので
す。実はその頃、三井物産で水上さんの秘書
をしていたのが私で、国際大学については設
立前からお話を伺っていたのです。これが一
つ目のご縁でした。
小林　それはすごいご縁ですね。その後、ど
うされたのですか？
槍田　2012 年に国際大学が創立 30 周年の
記念講演会を行うということで、設立発起人
の経済 4 団体から代表に登壇いただきたい
という依頼がありました。当時、私が日本貿
易会会長を務めていたので講演をさせていた
だき、私と国際大学のつながりについてお話
ししたのです。その後しばらくして、当時の
国際大学理事長でおられた小林陽太郎さんか
ら直々に、理事長を受けていただきたいとの
お話をいただきました。商社業界に長年おり
ますしアカデミックな世界には距離がありま
すから、最初は辞退したのですが、何度も真
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摯
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なお言葉を頂戴しましたので、理事長をお
引き受けすることにしたのです。
小林　そうでしたか。槍田さんに理事長を引
き継いでもらって、陽太郎さんもよかったで
しょうね。
槍田　いろんなご縁があって理事長に就任し
ましたが、今日はグローバル人材と国際大学
についてお話しする機会をいただいてありが
たいです。きっとどこかで水上さんも喜んで
いるでしょうね。
小林　35 年以上も前に、英語で授業を行う
大学院を設立したのですから、立派ですよね。
槍田　しかもそれを経済界がリードしたとい
うのがすごいですよね。中山素平さんが経済
界を回って寄付を募ったところ、90 億円近
い寄付が集まったというんですから。
小林　90 億円ですか !　今では、考えられ
ないことですね。
槍田　素平さんは、「日本がこれから貿易立
国としてやっていくのだから、海外でも丁々
発止のやりとりができるプロフェッショナル
な人材を養成しなければならない」という思
いだったようです。特に、外国人と一緒に寮
生活をしながら、言葉だけではなく海外の文
化、宗教、生活も含めてよく理解し、外国と
のビジネス交渉をできるような人を養成しよ
うと。私は、今の日本にまさに求められてい
ることと思っていますが、当時にその発想が
あるのはすごいことです。
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小林　本当に立派です。国際大学は最初から
大学院だけだったのですか ?
槍田　当初は学部を設置することも考えてい
たようですが、キャンパスは新潟県南魚沼に
あり東京から新幹線で 1 時間半の場所ですか
ら、学部生が通う学校というより、研究者が
集う研究所を中心にした大学院という発想に
なったようです。日本で初めての大学院大学
ですし、全寮制で英語だけで授業を行うので
すから、当時としては画期的だったでしょうね。
小林　今ではどれくらい学生がおられるので
すか ?
槍田　国際関係学研究科と国際経営学研究科
の修士課程があり、現在は約 360 人の学生が
勉強に励んでいます。そのうち 8 割以上が留
学生で国籍も 50 ヵ国を超えていますので、本
当に多国籍です。奨学金の関係もありますが、
国別で一番多いのはミャンマーの 52 人、二番
はベトナムの 24 人です。最近は ABE イニシ
アティブ（アフリカの若者のための産業人材育
成イニシアティブ）の効果で、アフリカから増
えているのも特徴です。私学ではありますが、
政府機関にも大変お世話になっておりまして、
特に JICA の奨学金で入学される学生は全体
のうち約100人にも及びます。卒業式の答辞で、
奨学金のおかげで勉強ができたことを感謝して

いますと話してくれた学生がいましたが、国と
しても意義のあることをしていると思います。
小林　日本のファンになってくださる留学生
の存在は非常に大事ですね。卒業されると、
皆さんどうされるのですか？
槍田　留学生はアジア、アフリカの官僚の方
が多く、修士課程が終わると帰国されますね。
卒業生にはインドネシアやモザンビークで大
臣など重要ポストを担っている方もおられま
す。もちろん、ビジネスの世界で活躍される
方もおられますし、毎年卒業生のうち約 50
人は日本企業への就職を希望されますから、
就職支援にも力を入れています。
小林　卒業生が世界中で活躍されるのは、素
晴らしいことですね。とはいえ、日本の学生
が 2 割いないというのはちょっと驚きです。
槍田　そうなんです。学生は、学部を卒業し
て自費で大学院に来る方と、修士や MBA を
取得するために企業から派遣される方とに大
きく分かれます。企業派遣が増えれば日本
人の割合も増えますが、残念ながら日本人卒
業生が少ないのであまり知られていないので
す。英国「The Economist」誌において、ビ
ジネススクールランキング 100 が発表されて
いますが、実は日本で入っているのは国際大
学だけです。それでも、いまだに国際大学と
いうと、秋田の大学と間違えられたりします
から（笑）。日本人が少ないと、留学生にとっ
ても日本人と関わるチャンスが少なくなるた授業風景
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め、ぜひ多くの日本人の学生をお招きしたい
と思っています。世界中から多国籍の学生が
集まって 50 種類以上の違うアクセントの英
語を聴ける機会はそうないですから、ぜひ日
本の企業にも社員教育の場に活用していただ
きたいですね。卒業生は全世界に 4,000 人以
上、120 ヵ国以上にまたがっていますから、
国際大学を卒業すると同時に世界中に人脈が
広がるのは大きな魅力だと思います。
小林　槍田さんが理事長ですから、私も国際
大学を身近に感じていますが、日本企業に知
られていないのはもったいないですね。学生
は圧倒的に留学生が多いようですが、先生方
はいかがですか？
槍田　先生は日本人と外国人が半々ですが、
インド、スリランカ、中国、台湾、韓国など
アジア圏の先生が多いです。これからは、ネ
イティブイングリッシュの先生方をもっとお
招きしたいと思います。若手の研究者が世界
中から南魚沼に移り住んでくださいますか
ら、自然に恵まれた環境で研究に専念しなが
ら、授業で教えられるというのは、大きなイ
ンセンティブになっているようです。
小林　修士課程が基本ですとやはり 2 年間
必要になると思いますが、短期プログラムは
あるのですか ?

槍田　実は MBA を1年で取得するというコー
スもあります。5 年以上のビジネス経験が条件
で、2年分を1年で学ぶので内容的にかなりハー
ドだと思いますが、それを乗り越えれば 1 年で
MBA を取得できるのは大きな魅力だと思いま
す。その他、一般の研修プログラムも幅広くあ
り、短期の語学研修や若手向けグローバルリー
ダーシッププログラム、部長クラスをイメージ
したシニア向けグローバル エクゼクティブ・プ
ログラムがあります。100％英語の授業ですし、
他業種の方と交流できるので刺激になるでしょ
うね。各社のニーズに合わせてテーラーメー
ドの研修プログラムもありますので、毎年、活
用いただいている企業もいらっしゃいます。海
外の現地会社で働くナショナルスタッフを日本
で研修させるプログラムもあり、三井物産でも
ミャンマーやインドからナショナルスタッフを
招いて、研修を受けてもらっています。
小林　伊藤忠商事でも欧米の大学に MBA 留
学をさせていますが、それとは別に新任の課
長クラスを 1-3 ヵ月海外に送るようにして
いるんです。いつもと違う空気を吸う、違っ
た角度から自分や会社を見つめ直すというの
が目的ですが、槍田さんのおっしゃるような
カリキュラムが身近にあれば、企業や社員に
とっても非常に良いと思います。
槍田　やはり特徴は、ディスカッション・ファ
シリテーターとして留学生が必ず参加するこ
とですね。彼らが参加者のお手伝いをします
から、多国籍の人に接するチャンスを同時に
提供することができます。
小林　まさしく、ダイバーシティそのもので
すね。
槍田　マルチナショナル、マルチカルチャー
が何よりの特徴ですね。これから事業展開し
て海外に出ていこう、人材育成をしていこう卒業式の様子
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という企業にとっては、多国籍な環境で学べ
る最高の場だと思います。とりわけアジア、
アフリカをマーケットにしていこうという会
社であれば、海外への MBA 留学に比べてコ
ストをかけずに良い人材育成ができると思い
ます。ただ2年間、100％英語の生活ですから、
ここを乗り越えなければいけませんが（笑）。
小林　確かにそうですね（笑）。とはいえ、
そういう人を育てないと、どのみち海外には
出ていけませんし、日本企業にとって人材育
成は必須事項ですからね。海外の大学に留学
させるとかなりの費用がかかりますから、企
業にとっても大きな負担になります。
槍田　欧米の大学はかなりのコストがかかり
ますが、国際大学の場合は１年で 220 万円

（2 年制 MBA プログラム）、寮費が入っても
年間約 270 万円ですから、欧米に留学する
3 分の１くらいです。海外の大学だと日本人
は言葉の壁もあってなかなかリーダーシップ
をとれませんが、国際大学ではリーダーシッ
プも発揮できて、生き生きと良い研修生活を
送れると言っていただいています。
小林　個人負担だと大変ですが、企業派遣な
ら考えられるコストです。海外だと治安の問
題もありますが、日本国内ですから、企業や
家族から見ても、安心な環境で勉強できるの
は魅力的です。これからのグローバル社会に
備えるには、先行投資も大事でしょうね。

〈内なるグローバル化に向けて〉
小林　もちろん槍田さんはご存じですが、わ
れわれ企業からすると、カネ、モノ、情報の
グローバル化は進みましたが、人材だけはう
まくいっていないと感じています。日本から
海外に行く、つまり外へのグローバル化につ
いては、企業も海外留学させたりしています

が、逆に、私がいつも申し上げている「内な
るグローバル化」については、企業にももち
ろん責任もありますが、ほとんど努力もして
いませんよね。海外から人や企業に来ていた
だくことについては、後手に回ったなという
感じがしますよね。
槍田　確かにそうですね。
小林　そういう意味では、スピードを上げて

「内なるグローバル化」に向けた対応をして
いかないと、日本全体が片方向のグローバル
化だけで終わってしまうのではないかと思い
ます。
槍田　おっしゃる通りです。いつも小林さん
がお話しされる「内なるグローバル化」は、
私も本当に大事だと思います。
小林　ダイバーシティに富んだ多国籍な環境
に身を置けば、いろんな価値観に遭遇します
から、自分の力もつきますよね。もちろん、
英語の勉強や海外に行くのも大事ですが、違っ
た価値観の人とうまくやれるかというのが大
きなポイントだと思います。そういう意味でも、
国際大学は本当に良い環境だと思います。
槍田　国際大学は 360 人程度しか学生がい
ませんが、食堂は、他大学に先駆けて 5 年
前からちゃんとハラールですからね。
小林　そうですか !
槍田　日本ではあまりハラールを知られてな
い頃から、当たり前にやっています。だから
こそ、多文化、多宗教、多国籍の人が集まっ
てくるんでしょうね。
小林　いやー、それは素晴らしいことですね。
槍田　政府派遣も多いので家族連れでいらし
ている学生さんもおられます。皆さん、学校
の寮や南魚沼に住みますから、小さなお子さ
んは地元の幼稚園や小学校に入って、まさに
ローカルに飛び込んで楽しんで生活されてい
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ます。年に一度、お国自慢の料理を振る舞う
インターナショナル・フェスティバルという
お祭りがありますが、幼稚園の子が民族衣装
を着て遊んだりしているのを見ると、本当に
多様性にあふれていて、とても意味あること
だなと思います。
小林　ご家族で来ている方も、皆さんエン
ジョイされているんですね。
槍田　とっても地元の方と仲良しですよ。
35 年も続いていますから、現地の方も分かっ
て慣れていますから、変な緊張感や珍しさも
ないんでしょうね。
小林　現地サイドの受け入れ態勢も、しっか
りできているんでしょうね。
槍田　長年続いていますから、いろんな国の
人があの大学にいるんだよねというのは、地
元の方に本当によく理解していただいてます。
小林　素晴らしいです。まさしく、内なるグ
ローバル化の先駆けですね。例えば、家族が
来られて日本語ができないときに、サポート
体制などはあるんですか？
槍田　国際大学の授業や論文は 100％英語で
すが、日本語の先生もおり、学生向けに日本
語の授業も実施しています。また、学生セン
ター事務室が家族も含めた生活全般のケアを
しています。この他、地元の国際交流団体も

日本語のサポートをしてくださっています。
小林　それは大事ですね。国際社会貢献セン
ター（ABIC）もお台場の東京国際交流館の
支援を長年続けていますし、外国人の方が日
本で暮らすためのサポート体制はやはり重要
ですよね。
槍田　ABIC といえば、活動会員の方はいろ
いろな国に長く駐在して愛情を持っている方
が多いですから、ぜひうちの大学でも講師に
なっていただければと思っています。いろい
ろな国の留学生がいますから、講師が親近感
を持って接してくだされば、学生もほっとし
てすごく良い効果があるんじゃないかなと
思っています。
小林　いいですね、それはぜひともお願いし
たいです。ABIC の活動会員も今では 3,000
人近くになっていますし、全国の大学で講義
をしている方も多く、とにかく人材が豊富
です。日本貿易会、ABIC との連携が生まれ
れば、さらに充実した大学環境が生まれるで
しょうね。
槍田　国際大学は、2014 年、文部科学省に
スーパーグローバル大学として選定されまし
た。現在のベトナムに加え、ガーナ、ミャンマー
などにサテライトオフィスをつくる予定です。
留学生支援にさらに力を入れることで、日本
の「内なるグローバル化」にも貢献していき
たいと思っています。そして、経済界のご支
援で設立いただいた大学院大学ですから、ぜ
ひ多くの企業や日本の方にも国際大学（IUJ）
を活用していただきたいと願っています。
小林　今日は貴重なお話をありがとうござい
ました。
槍田　こちらこそ、どうもありがとうござい
ました。

（2017 年 7 月 6 日　日本貿易会にて）　

インターナショナル・フェスティバルの様子
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